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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおけるユーザー端末が肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）リ
ソースを決定する方法であって、
　該当時間間隔で該当データチャネルにおける伝送を示す制御チャネルが検出されたか否
かを確認するステップと、
　前記制御チャネルの検出結果に基づき、第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法
と第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法のうち一つを選択するステップと、
　前記選択した第１または第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法に基づき、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫを伝送するためのリソースを決定するステップと
　を有し、
　前記第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法は、前記第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリ
ソース割り当て方法と異なり、
　前記データチャネルでの伝送がハイブリッド自動再送要求（Hybrid Automatic Repeat 
reQuest；ＨＡＲＱ）再伝送であるか、前記データチャネルが非持続的にスケジューリン
グされるか、前記データチャネルでの伝送が持続的にスケジューリングされたデータチャ
ネルでの初期伝送である場合に、前記制御チャネルが検出される
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記制御チャネルが検出され、前記第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法が選
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択された場合、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のためのリソースは、前記データチャネルのた
めの割り当て情報を伝送するために使用される制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックス
に基づき決定され、
　前記制御チャネルが検出されなく、前記第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法
が選択された場合、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のためのリソースは、上位階層によって構
成された情報に基づき決定されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記データチャネルでの伝送が持続的にスケジューリングされたデータチャネルでの初
期伝送でない場合、前記制御チャネルが検出されないことを特徴とする請求項１または２
に記載の方法。
【請求項４】
　無線通信システムにおける肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）リソースを決定す
る装置であって、
　該当時間間隔で該当データチャネルにおける伝送を示す制御チャネルが検出されたか否
かを確認し、前記制御チャネルの検出結果に基づき、第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割
り当て方法と第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法のうち一つを選択し、前記選
択した第１または第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法に基づき、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫを伝送するためのリソースを決定する制御器と、
　前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するために決定されたリソースを割り当てるためのＡＣＫ
／ＮＡＣＫマッパと、を有し、
　前記第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法は、前記第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリ
ソース割り当て方法と異なり、
　前記データチャネルでの伝送がハイブリッド自動再送要求（Hybrid Automatic Repeat 
reQuest；ＨＡＲＱ）再伝送であるか、前記データチャネルが非持続的にスケジューリン
グされるか、前記データチャネルでの伝送が持続的にスケジューリングされたデータチャ
ネルでの初期伝送である場合に、前記制御チャネルが検出される
ことを特徴とする装置。
【請求項５】
　前記制御器は、
　前記制御チャネルが検出され、前記第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法が選
択された場合、前記データチャネルのための割り当て情報を伝送するために使用される制
御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスに基づき前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のためのリソ
ースを決定し、
　前記制御チャネルが検出されなく、前記第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法
が選択された場合、上位階層によって構成された情報に基づき前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送
のためのリソースを決定することを特徴とする請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記データチャネルでの伝送が持続的にスケジューリングされたデータチャネルでの初
期伝送でない場合、前記制御チャネルが検出されないことを特徴とする請求項４または５
に記載の装置。
【請求項７】
　無線通信システムにおける基地局（Ｎｏｄｅ Ｂ）が肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫ）リソースを割り当てる方法であって、
　第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法と第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り
当て方法のうち一つを選択するステップと、
　前記選択した第１または第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法に基づき、ＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫを受信するためのリソースを決定するステップと
　前記選択した第１または第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法による該当時間
区間のための該当データチャネルにおける伝送を示す制御チャネルを伝送するステップと
、有し、
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　前記第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法は、前記第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリ
ソース割り当て方法と異なり、
　前記データチャネルでの伝送がハイブリッド自動再送要求（Hybrid Automatic Repeat 
reQuest；ＨＡＲＱ）再伝送であるか、前記データチャネルが非持続的にスケジューリン
グされるか、前記データチャネルでの伝送が持続的にスケジューリングされたデータチャ
ネルでの初期伝送である場合に、前記制御チャネルが伝送されることを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記制御チャネルが伝送され、前記第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法が選
択された場合、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信のためのリソースは、前記データチャネルのた
めの割り当て情報を伝送するために使用される制御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックス
に基づき決定され、
　前記制御チャネルが伝送されなく、前記第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法
が選択された場合、前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送のためのリソースは、上位階層によって構
成された情報に基づき決定されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記データチャネルでの伝送が持続的にスケジューリングされたデータチャネルでの初
期伝送でない場合、前記制御チャネルが伝送されないことを特徴とする請求項７または８
に記載の方法。
【請求項１０】
　無線通信システムにおける肯定応答／否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）リソースを割り当
てる装置であって、
　第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法と第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り
当て方法のうち一つを選択し、前記選択した第１または第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース
割り当て方法に基づき、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを受信するためのリソースを決定する制御器と
、
　前記選択した第１または第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法による該当時間
区間のための該当データチャネルにおける伝送を示す制御チャネルを生成して伝送する制
御チャネル生成器と、を含み、
　前記第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法は、前記第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリ
ソース割り当て方法と異なり、
　前記データチャネルでの伝送がハイブリッド自動再送要求（Hybrid Automatic Repeat 
reQuest；ＨＡＲＱ）再伝送であるか、前記データチャネルが非持続的にスケジューリン
グされるか、前記データチャネルでの伝送が持続的にスケジューリングされたデータチャ
ネルでの初期伝送である場合に、前記制御チャネルが伝送されることを特徴とする装置。
【請求項１１】
　前記制御器は、
　前記制御チャネルが伝送され、前記第１のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法が選
択された場合、前記データチャネルのための割り当て情報を伝送するために使用される制
御チャネル要素（ＣＣＥ）インデックスに基づき前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ受信のためのリソ
ースを決定し、
　前記制御チャネルが伝送されなく、前記第２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方法
が選択された場合、上位階層によって構成された情報に基づき前記ＡＣＫ／ＮＡＣＫ伝送
のためのリソースを決定することを特徴とする請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記データチャネルでの伝送が持続的にスケジューリングされたデータチャネルでの初
期伝送でない場合、前記制御チャネルが伝送されないことを特徴とする請求項１０または
１１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は無線通信システムに関するもので、特にハイブリッド自動再送要求(Hybrid　A
utomatic　Repeat　reQuest：以下、“ＨＡＲＱ”と称する)のための肯定応答／否定応答
(Acknowledgement／Negative　Acknowledgement：以下、“ＡＣＫ／ＮＡＣＫ”と称する)
を送受信する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　データ伝送システムの主な誤り制御方式では、ＦＥＣ(Forward　Error　Correction)と
ＡＲＱ(Automatic　Repeat　reQuest)の２つの方式がある。ＦＥＣシステムは、受信され
たデータの誤り訂正を図る。誤り訂正が成功した場合には、正しいデータが復号される。
誤り訂正が失敗した場合には、間違ったデータがユーザーに提供され、あるいはそのデー
タが失われる。ＡＲＱシステムにおいて、送信器は、受信されたデータから誤りが検出さ
れると、良い誤り訂正能力でＦＥＣコードを用いてデータを伝送し、受信器は送信器に再
伝送を要求する。
【０００３】
　ＦＥＣは、良いチャンネル環境で相対的に低い効率を有しており、誤り訂正が失敗した
場合には、システムの信頼度が低下するようになる。一方、ＡＲＱは、システムの高い信
頼度及び低い冗長性(redundancy)を有する効率的な伝送の長所があるが、悪いチャンネル
環境で頻繁な再伝送が要求されるため、システムの信頼度が大きく低下する。このような
短所を克服するために、ＨＡＲＱは、適切な方法でＦＥＣ及びＡＲＱを組み合わせること
で提案される。
【０００４】
　ＨＡＲＱは、受信された符号化データ(ＨＡＲＱパケット)の誤り訂正を試みる方式であ
る。ＨＡＲＱパケットの再伝送を要求するか否かは、ＣＲＣ(Cyclic　Redundancy　Check
）のような簡単な誤り検出符号から決定される。受信されたＨＡＲＱパケットで誤りの存
在有無を判断した後に、受信器は、送信器にＡＣＫ又はＮＡＣＫをフィードバックする。
送信器は、このＡＣＫ又はＮＡＣＫによって、ＨＡＲＱパケットを再伝送するか、あるい
は新たなＨＡＲＱパケットを伝送する。
【０００５】
　受信器は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信のために適切な無線(radio)リソースを使用する。Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫは、ＯＦＤＭ(Orthogonal　Frequency　Division　Multiplexing)無線通
信システムで数個の副搬送波を通じて伝送され、ＷＣＤＭＡ(登録商標)(Wideband　Code
　Division　Multiple　Access)システムでは所定の符号チャンネルを通じて伝送される
。一般的に、ＨＡＲＱパケットは、一つの伝送時間間隔(Transmission　Time　Interval
：以下、“ＴＴＩ”と称する)に対して、複数のユーザーに同時に伝送される。したがっ
て、ＡＣＫ／ＮＡＣＫも、ＨＡＲＱパケットに対して同時に伝送される。
【０００６】
　基地局(Ｎｏｄｅ　Ｂ)がユーザー端末(ＵＥ)にダウンリンクデータチャンネルを割り当
てる場合に、ＵＥは、ダウンリンクデータチャンネルに対してＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送す
るための制御チャンネルリソースを割り当てる。アップリンクデータ伝送の場合、Ｎｏｄ
ｅ　Ｂは、アップリンクデータチャンネルを介してＵＥからアップリンクパケットデータ
を受信した後に、Ｎｏｄｅ　ＢとＵＥとの間で約束されたリソースでパケットデータに対
するＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送する。
【０００７】
　一般に、制限されたリソースは、システムで使用可能であり、このシステムリソースは
、データチャンネルとＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネル(ＡＣＫＣＨ)を含むチャンネルに対し
て適切に配分されなければならない。そのため、ＡＣＫＣＨに与えられたＴＴＩに必要な
程度のリソースを割り当てることが重要である。このリソース割り当てを説明するために
、その一例として、図１にＥＵＴＲＡ(Enhanced　Universal　Terrestrial　Radio　Acce
ss)-ＯＦＤＭダウンリンクフレーム構造を示す。ＵＴＲＡは、３ＧＰＰ(3rd　Generation
 Partnership Project)の次世代移動通信標準である。
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【０００８】
　図１を参照すると、システム帯域幅１０１は１０ＭＨｚであり、このシステム帯域幅１
０１内にすべて５０個のリソースブロック(ＲＢ)１０２が定義される。各ＲＢ１０２は、
１２個の副搬送波(subcarrier)１０３を含み、１ｍｓのＴＴＩ１０５は、１４個のＯＦＤ
Ｍシンボル間隔１０４を有する。一つのダウンリンクデータチャンネルは、一つ以上のＲ
Ｂで形成されることができる。
【０００９】
　図１のダウンリンクフレーム構造では、最大５０個のダウンリンクデータチャンネルが
、一つのＴＴＩ１０５で同時にスケジューリングされることができる。したがって、最大
５０個のアップリンクＡＣＫＣＨが必要である。しかしながら、実際には、１０又は２０
個のデータチャンネルが平均的に一つのＴＴＩでスケジューリングされ、このデータチャ
ンネルと同じ数だけのアップリンクＡＣＫＣＨが必要である。使用可能なＡＣＫＣＨの個
数が実際に使用されたＡＣＫＣＨの平均個数と非常に異なるため、効率的なリソース割り
当てが重要である。
【００１０】
　Ｎｏｄｅ　Ｂが、ＴＴＩごとに各データチャンネルに対して設定されたＡＣＫＣＨをＵ
Ｅに明示的に(explicitly)通知される場合に、必要な数だけのＡＣＫＣＨのみがＴＴＩで
割り当てられることができる。このように、ダウンリンクデータ伝送の場合、ＵＥは、通
知されたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースでＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送する。アップリンクデータ
伝送の場合、ＵＥは、Ｎｏｄｅ　ＢによってシグナリングされたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソー
スからＮｏｄｅ　Ｂによって伝送されるＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出する。そのため、シグナ
リングに対するリソースの量、すなわちシグナリングオーバーヘッドを減少させることが
重要である。各ＴＴＩでＮｏｄｅ　ＢからＵＥにＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースに関する情報
の明示的なシグナリングは、大きなシグナリングオーバーヘッドをもたらす。
　したがって、無線リソースの効率的な使用を通じて、システム容量を増加させるために
、ＡＣＫＣＨに割り当てられたリソースの量及びＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースのシグナリン
グのオーバーヘッドを最適化する必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１１】
【特許文献１】国際公開第２００６／０７１０４９号パンフレット
【特許文献２】国際公開第２００４／１１４５８２号パンフレット
【特許文献３】国際公開第２００５／０７４１８４号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　したがって、上記した従来技術の問題点を解決するために、本発明の目的は、無線通信
システムにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースの量を最適化するリソース割り当て方法及び
装置を提供することにある。
【００１３】
　本発明の他の目的は、無線通信システムにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースに関するシ
グナリング情報のオーバーヘッドを最適化する方法及び装置を提供することにある。
【００１４】
　また、本発明の目的は、データチャンネルリソースが持続的(persistently)又は非持続
的(non-persistently)にスケジューリングされるか否かに基づいて、異なる方式でＡＣＫ
／ＮＡＣＫリソースに関する情報をシグナリングする方法及び装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一態様によれば、無線通信システムにお
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ける肯定応答／否定応答(ＡＣＫ／ＮＡＣＫ)チャンネルリソースを割り当て及びシグナリ
ングする方法であって、予め定められた固定サイズの第１のリソースグループ内で、非持
続的スケジューリングデータチャンネルに関するスケジューリング情報を送るスケジュー
リング制御チャンネル(ＳＣＣＨ)に暗黙的にマッピングされるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース
を、非持続的スケジューリングデータチャンネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの伝送のため
に使用するように決定するステップと、予め定められた可変サイズの第２のリソースグル
ープ内で、持続的スケジューリングデータチャンネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの伝送の
ために、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを割り当て、割り当てられたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソー
スを明示的に指示するリソース指示情報を少なくとも一つのユーザー端末(ＵＥ)に伝送す
るステップとを有することを特徴とする。
【００１６】
　本発明の他の態様によれば、無線通信システムにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを割
り当て及びシグナリングする基地局装置であって、予め定められた固定サイズの第１のリ
ソースグループ内で、非持続的スケジューリングデータチャンネルに関するスケジューリ
ング情報を送るＳＣＣＨに暗黙的にマッピングされるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを、非持
続的スケジューリングデータチャンネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの伝送のために使用す
るように決定し、予め定められた可変サイズの第２のリソースグループ内で、持続的スケ
ジューリングデータチャンネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの伝送のために、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫリソースを割り当てるように決定する制御器と、割り当てられたＡＣＫ／ＮＡＣＫリ
ソースを明示的に指示するリソース指示情報を生成し、少なくとも一つのＵＥに伝送する
生成器とを含むことを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明の他の態様によれば、無線通信システムにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソー
スを受信する方法であって、非持続的スケジューリングデータチャンネルがＵＥに割り当
てられる場合に、予め定められた固定サイズの第１のリソースグループ内で、非持続的ス
ケジューリングデータチャンネルに関するスケジューリング情報を送るＳＣＣＨに暗黙的
にマッピングされるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを、非持続的スケジューリングデータチャ
ンネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの伝送のために使用するように決定するステップと、持
続的スケジューリングデータチャンネルがＵＥに割り当てられる場合に、予め定められた
可変サイズの第２のリソースグループ内で、持続的スケジューリングデータチャンネルに
対応するＡＣＫＣＨのために割り当てられるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを明示的に指示す
るリソース指示情報を受信するステップとを有することを特徴とする。
【００１８】
　さらに、本発明の他の態様によれば、無線通信システムにおけるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソ
ースを受信するＵＥ装置であって、非持続的スケジューリングデータチャンネルがＵＥに
割り当てられる場合に、予め定められた固定サイズの第１のリソースグループ内で、非持
続的スケジューリングデータチャンネルに関するスケジューリング情報を送るＳＣＣＨに
暗黙的にマッピングされるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを、非持続的スケジューリングデー
タチャンネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫの伝送のために使用するように決定し、持続的ス
ケジューリングデータチャンネルがＵＥに割り当てられる場合に、予め定められた可変サ
イズの第２のリソースグループ内で、持続的スケジューリングデータチャンネルに対応す
るＡＣＫＣＨのために割り当てられるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを明示的に指示するリソ
ース指示情報を受信するように決定する制御器と、制御器の制御下にリソース指示情報を
受信する受信器とを含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明は、データの非持続的スケジューリングタイプまたは持続的スケジューリングタ
イプによって、適切なＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て及びシグナリング方式を適用す
ることによって、リソースの使用効率を増加させ、シグナリングオーバーヘッドを減少さ
せる。このように、本発明は、伝送に使用可能なリソースを増加させることで、システム
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容量を向上させる効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】ダウンリンクリソース構成の一例を示す図である。
【図２】本発明によるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当てを示す図である。
【図３】本発明によるスケジューリング物理チャンネルフォーマットを示す図である。
【図４】本発明による他のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方式を示す図である。
【図５】本発明によるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当ての一例を示す図である。
【図６】本発明によるＮｏｄｅ　Ｂの動作を示すフローチャートである。
【図７Ａ】本発明によるＵＥの動作を示すフローチャートである。
【図７Ｂ】本発明による持続的スケジューリングの場合、ＨＡＲＱ伝送中にＵＥの動作を
示すフローチャートである。
【図８】本発明によるＮｏｄｅ　Ｂ装置を示すブロック構成図である。
【図９】本発明によるＵＥ装置を示すブロック構成図である。
【図１０】本発明の他の実施形態によるＭＩＭＯシステムでのＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース
割り当て方式を示す図である。
【図１１】本発明の第３の実施形態によるセルカバレッジを考慮したＡＣＫ／ＮＡＣＫリ
ソースの割り当て方式を示す図である。
【図１２】本発明の第４の実施形態によるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方式を示す
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００２２】
　下記に、本発明の実施形態において、本発明の範囲及び精神を外れない限り、多様な変
形が可能であることは、当該技術分野における通常の知識を有する者には明らかである。
また、本発明に関連した公知の機能または構成に関する具体的な説明が本発明の要旨を不
明にすると判断された場合に、その詳細な説明を省略する。
【００２３】
　本発明の実施形態では、ＯＦＤＭセルラー無線通信システム、特に３ＧＰＰ　ＵＭＴＳ
(Universal　Mobile　Telecommunication　Services)に基づいたＥＵＴＲＡシステムのコ
ンテキストを説明するが、本発明の主な要旨は、類似した技術背景及びチャンネル構造を
有する他の通信システムにも本発明の範囲及び精神内でわずかな変更が適用可能であるこ
とは、当業者には自明である。
【００２４】
　本発明は、無線通信システムにおけるチャンネルリソースの効率的な割り当て及びシグ
ナリングに関するものである。本発明によると、異なるシグナリング方式は、データチャ
ンネルのスケジューリングタイプに基づいてＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースの割り当てに使用
される。データチャンネルは、データトラフィックの特性に従って２つ方式でスケジュー
リングされることができる。
【００２５】
　まず、インターネット閲覧又はゲームサービスを用いるときのように不規則的なデータ
伝送の場合に、Ｎｏｄｅ　Ｂは、データが発生する度に、データ伝送に対する適切な無線
リソースと適切なＴＴＩを選択する。データを伝送する場合に、Ｎｏｄｅ　Ｂは、スケジ
ューリング制御チャンネル(Scheduling Control CHannel：以下、“ＳＣＣＨ”と称する)
上で選択結果を示すスケジューリング情報をＵＥにシグナリングする。このスケジューリ
ングタイプは、非持続的スケジューリングと呼ばれる。
【００２６】
　ＶｏＩＰ(Voice　over　Internet　Protocol)のようにほぼリアルタイム又は規則的な
データトラフィックにおいて、Ｎｏｄｅ　Ｂは、ＴＴＩごとにデータ伝送に対するリソー
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スを選択し、その選択されたリソースをＵＥに通知する必要がない。したがって、データ
トラフィックに対するリソース割り当てに関するスケジューリング情報は、初期スケジュ
ーリングで一回シグナリングされ、以後のデータ伝送に対して有効である。このとき、ス
ケジューリング情報の有効性は、持続的に又は一定時間の間に続く。スケジューリング情
報が複数のＴＴＩ又は複数のデータパケットにかけて有効であるスケジューリングタイプ
は、持続的スケジューリングと呼ばれる。
【００２７】
　本発明では、データ伝送に対する持続的及び非持続的スケジューリングタイプに基づき
、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースが相互に異なる方式で割り当てられ、シグナリングされる。
より具体的には、非持続的スケジューリングデータ伝送の場合に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソ
ースは、ＳＣＣＨのインデックスによって指示される。持続的スケジューリングデータ伝
送の場合には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、初期スケジューリング中に明示的に通知さ
れ、以後まで有効である。ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースがこのデータスケジューリングタイ
プに基づいて割り当てられるため、全体リソースの使用効率は増加し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
リソースのシグナリングオーバーヘッドは減少する。
【００２８】
　単一データチャンネルを介して複数の符号語(codeword)が複数の送受信アンテナを通じ
て同時に伝送されることができるＭＩＭＯ(Multi-Input　Multi-Output）方式では、２個
以上のＡＣＫＣＨが符号語に必要となる。このコンテキストにおいて、本発明は、ＭＩＭ
Ｏ伝送に対しても適切なＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを割り当ててシグナリングする方法を
提供する。
【００２９】
　ここで、用語“ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース”は、ＡＣＫＣＨに対して割り当てられるリ
ソースとして定義される。
【００３０】
　＜第１の実施形態＞
　図２は、本発明によるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方式を示す。
【００３１】
　図２を参照すると、Ｎｏｄｅ　Ｂスケジューラ２００は、データチャンネルに対して非
持続的スケジューリング２１１又は持続的スケジューリング２１２を選択する。
【００３２】
　非持続的スケジューリング２１１において、Ｍ個のＳＣＣＨ２０３は、Ｍ個のデータチ
ャンネルに関するスケジューリング情報を伝達する。各ＳＣＣＨは、一つのデータチャン
ネルに関するスケジューリング情報を送る物理階層制御チャンネルである。ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫがデータチャンネルに対して伝送されるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、データチャン
ネルにマッピングされるＳＣＣＨ２０３のインデックスによって暗黙的(implicitly)に指
示される。そのため、異なるデータチャンネル、すなわち相互に異なるＳＣＣＨ２０３は
、参照符号２０５で示されたように、固定サイズ(fixed-size)リソースグループ２０９内
のＡＣＫＣＨ２０７に一対一(one-to-one)でマッピングされる。
【００３３】
　最も簡単なマッピング規則は、ＳＣＣＨ＃ｎがＡＣＫＣＨ＃ｎにマッピングされること
であるが、他のマッピング規則も可能である。ＳＣＣＨ２０３とＡＣＫＣＨ２０７との間
のマッピングは、Ｎｏｄｅ　ＢがＵＥにＡＣＫＣＨ２０７のインデックスを明示的にシグ
ナリングする必要性を除去し、それによってシグナリングオーバーヘッドを減少させる。
【００３４】
　一方、多様なフォーマット及びサイズのＳＣＣＨを定義するために、各々所定個数の副
搬送波を有するＣＣＥ(Control　Channel　Element)が定義され、ＣＣＥインデックスで
標識される。ＳＣＣＨは、一つ以上のＣＣＥで形成可能である。ＳＣＣＨを形成する一つ
のＣＣＥ(又はそれ以上のＣＣＥ)のインデックスは、ＳＣＣＨのインデックスの代りに、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースにマッピングされる。したがって、ＵＥは、ＡＣＫＣＨのイン
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デックスを別途にシグナリングせずに、ＳＣＣＨを形成するＣＣＥのインデックスから割
り当てられたＡＣＫＣＨのインデックスを知ることができる。このように、非持続的スケ
ジューリングデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、ＳＣＣＨ２０３のインデック
スの代わりに、ＣＣＥのインデックスによって暗黙的にシグナリングされる。一つのＳＣ
ＣＨが複数のＣＣＥを含むと、それらＣＣＥインデックスの一つ、例えば最低のＣＣＥイ
ンデックスは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースにマッピングされることができる。
【００３５】
　図２に示すケースは、一つのＴＴＩで最大Ｍ個のデータチャンネルがスケジューリング
できるという仮定に基づいている。各ＴＴＩに対してスケジューリングされたデータチャ
ンネルの数は、Ｎｏｄｅ　Ｂスケジューラ２００の決定によって変わり、ＳＣＣＨ２０３
及びＡＣＫＣＨ２０７の数も変化することができる。非持続的スケジューリング２１１の
場合には、上記リソースグループ２０９が、最大使用可能なデータチャンネルの数だけ、
あるいはそれ以上のＡＣＫＣＨのためにプリセットされ、それによって明示的シグナリン
グなしにＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースの迅速な割り当てが可能になる。
【００３６】
　持続的スケジューリング２１２において、リソースが、初期データ伝送でＳＣＣＨ２０
４を用いてデータチャンネルに対してスケジューリングされると、このリソースに関する
スケジューリング情報は、新たなスケジューリング情報の伝送なしに、持続的に、あるい
は所定数の以後のＴＴＩで有効である。
【００３７】
　しかしながら、持続的にスケジューリングされるＵＥの個数がセルごとに異なり、持続
的にスケジューリングされるデータチャンネルの数がＴＴＩごとに異なることを考慮すれ
ば、Ｎｏｄｅ　Ｂは、参照符号２０６で示されるように、持続的スケジューリング２１２
で可変サイズ(flexible　size)リソースグループ２１０内のＡＣＫＣＨ２０８を指示する
リソース指示情報(resource　indication　information)をＵＥに明示的に伝送する。こ
のリソース指示情報は、同一のリソース割り当てがデータに対して維持される間、持続的
にＵＥに有効である。
【００３８】
　必要な場合、例えば、ＲＢに散在されているＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを集めるために
、サービス途中で追加的なシグナリングによって持続的スケジューリングデータチャンネ
ルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースの再割り当てが可能である。このＡＣＫ／ＮＡＣＫ
リソース再割り当ては、持続的スケジューリングデータチャンネルを通じて伝送される上
位階層シグナリング情報によって指示されることができる。ＵＥは、上位階層シグナリン
グ情報からＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース指示情報を獲得し、このＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース
指示情報によって指示されたリソースで以後に受信されたデータチャンネルに対してＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫを伝送する。
【００３９】
　図２に示すように、持続的スケジューリングデータチャンネルに関するＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋリソース指示情報は、参照符号２０６で示されるように、制御チャンネル上の階層１(
Ｌ１)／階層２(Ｌ２)、あるいは上位階層プロトコル情報によってシグナリングされる。
データチャンネルに関する持続的スケジューリング情報がＬ１／Ｌ２のシグナリングによ
って伝送された場合でも、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース指示情報は、上位階層のシグナリン
グによって伝送されることができる。初期スケジューリング情報の伝送は持続的スケジュ
ーリング２１２に十分であるため、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース指示情報の明示的シグナリ
ングは、ＴＴＩごとに必要なだけのＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースが割り当てられても、シグ
ナリングオーバーヘッドを大きく増加させない。
【００４０】
　持続的スケジューリング２１２において、データは、初期ＨＡＲＱ伝送中には持続的に
スケジューリングされたリソースで伝送される。初期伝送されたデータが誤りを有すると
、Ｎｏｄｅ　Ｂは、ＨＡＲＱ再伝送に対するデータチャンネルリソースを明示的にスケジ
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ューリングすることができる。したがって、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、ＨＡＲＱ再伝送中に、
データチャンネルをスケジューリングするＳＣＣＨ２０３のインデックスに暗黙的にマッ
ピングされる固定サイズリソースグループ２０９のＡＣＫＣＨ２０７を通じて再転送され
たデータに対して伝送される。あるいは、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、可変サイズリソースグル
ープ２１０で既存に持続的にスケジューリングされたＡＣＫＣＨから同一のＡＣＫＣＨ、
あるいは異なるＡＣＫＣＨを通じて伝送されることができる。そうして、初期ＨＡＲＱ伝
送に使用されるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、他のチャンネルに利用され得る。
【００４１】
　例えば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫが、ＨＡＲＱ再伝送中に、データリソースをスケジューリン
グするＳＣＣＨのインデックス、又はＳＣＣＨを形成するＣＣＥのインデックスにマッピ
ングされるＡＣＫＣＨ２０７を通じて伝送される場合に、一つのＵＥに対して持続的スケ
ジューリングデータチャンネルのために割り当てられたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、初
期ＨＡＲＱ伝送のみに限定される。Ｎｏｄｅ　Ｂは、他のＵＥのＡＣＫＣＨ、あるいはこ
のＵＥの他のチャンネルに、初期ＨＡＲＱ伝送に対して割り当てられたＡＣＫ／ＮＡＣＫ
リソースを割り当てるため、リソースの使用効率が向上する。言い換えれば、持続的デー
タスケジューリングによって持続的に割り当てられたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、初期
ＨＡＲＱ伝送のみに対して有効であり、ＳＣＣＨによって暗黙的に指示されるＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫリソースは、ＨＡＲＱ再伝送中に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫの伝送に使用される。
【００４２】
　上記したＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースの割り当ては、ダウンリンク及びアップリンク共に
適用される。ダウンリンクデータ伝送の場合に、ＳＣＣＨ２０３、２０４は、Ｎｏｄｅ　
Ｂからダウンリンクデータに関するリソース指示情報をＵＥに送り、ＡＣＫＣＨ２０７，
２０８は、ＵＥからダウンリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫをＮｏｄｅ　Ｂに伝達
する。アップリンクデータ伝送の場合に、ＳＣＣＨ２０３，２０４は、ＵＥがＮｏｄｅ　
Ｂに伝送するアップリンクデータに関するリソース指示情報を伝達し、ＡＣＫＣＨ２０７
，２０８は、Ｎｏｄｅ　Ｂからアップリンクデータに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫをＵＥに送
る。
【００４３】
　図３は、持続的スケジューリング情報が非持続的スケジューリング情報のようにＬ１／
Ｌ２シグナリングによって伝送される場合に、本発明によるダウンリンクスケジューリン
グ物理チャンネルフォーマットの一例を示す。参照符号３００は非持続的ＳＣＣＨの情報
フォーマットを意味し、参照符号３０１は持続的スケジューリング制御チャンネルの情報
フォーマットを意味する。
【００４４】
　図３を参照すると、ＵＥは、ＳＣＣＨの第１の部分(Part1)３０３を受信及び復号し、
スケジューリングタイプインジケータ３０２に基づき、このＳＣＣＨが非持続的スケジュ
ーリングであるか、あるいは持続的スケジューリングであるかを判定する。ＵＥは、スケ
ジューリングタイプインジケータ３０２によって第２の部分(Part2)３０４を受信及び復
号してスケジューリング情報３０５，３０６を獲得する。スケジューリング情報３０５又
は３０６は、データチャンネルに対して割り当てられるリソースを示すリソース指示情報
、データチャンネルのＭＣＳ(Modulation　and　Coding　Scheme)レベル、ＨＡＲＱ情報
、及びＭＩＭＯ情報を含む。
【００４５】
　持続的スケジューリング情報３０６は、非持続的スケジューリング情報３０５に比べて
、持続的スケジューリング情報３０６が有効である区間(duration)を示すスケジューリン
グ区間情報及びＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース指示情報をさらに含む。非持続的ＳＣＣＨフォ
ーマット３００は、持続的ＳＣＣＨフォーマット３０１と同一であり、スケジューリング
区間情報及びＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース指示情報はＬ１／Ｌ２シグナリングあるいは上位
階層シグナリングによってそれぞれ伝送されることをさらに考えられ得る。
【００４６】
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　初期伝送が持続的スケジューリングを通じてスケジューリングされ、Ｌ１／Ｌ２シグナ
リングによってシグナリングされる場合に、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、非持続的スケ
ジューリングとしてＳＣＣＨによって暗黙的に指示することができる。ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
リソースは、持続的にスケジューリングされる初期データ伝送、あるいはＳＣＣＨによっ
て指示されない次のデータ伝送で明示的にシグナリングされることができる。例えば、持
続的スケジューリング情報がＳＣＣＨ＃ｋを通じてＵＥにシグナリングされると、ＵＥは
、ＳＣＣＨ＃ｋによって指示されたデータチャンネルリソースでデータを受信し、この受
信されたデータに対するＳＣＣＨ＃ｋにマッピングされるＡＣＫＣＨ＃ｋを通じてＡＣＫ
／ＮＡＣＫを伝送する。その次のデータがデータチャンネルリソースで受信された場合に
、ＵＥは、データチャンネルリソースで最初に受信されたデータに含まれる上位階層シグ
ナリング情報によって明示的に指示されたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを通じて上記データ
に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送する。
【００４７】
　上記したＡＣＫＣＨの使用例は、データチャンネルに関する持続的スケジューリング情
報の上位階層シグナリングに適用される。上位階層シグナリング情報として持続的スケジ
ューリング情報を含む初期データを送るデータチャンネルがＳＣＣＨによってＵＥに対し
てスケジューリングされるため、ＵＥは、ＳＣＣＨ又はＳＣＣＨを形成するＣＣＥにマッ
ピングされるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースによってＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送する。初期デー
タの成功的な受信後に、ＵＥは、初期データに含まれている上位階層シグナリング情報に
よって指示されるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースでＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送する。
【００４８】
　図４は、本発明による他のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方式を示す。
【００４９】
　図４を参照すると、持続的スケジューリングデータチャンネルに対するＡＣＫＣＨ４０
３は、ＣＱＩチャンネル(Channel　Quality　Indicator　Channel：以下、“ＣＱＩＣＨ
”と称する)４０４とリソースグループ４０５を共有する。ＵＥは、ＣＱＩＣＨ４０４を
通じてダウンリンクチャンネルに関する状態情報をＮｏｄｅ　Ｂに伝送する。Ｎｏｄｅ　
Ｂは、参照符号４０１によって示されたように、各ＵＥにＣＱＩＣＨに対して伝送タイミ
ングとリソースを明示的に指示する。ＡＣＫＣＨ４０３と同様に、ＣＱＩＣＨ４０４の数
は、セルごとに、又はＴＴＩごとに変化する。ＣＱＩＣＨ４０４及びＡＣＫＣＨ４０３は
、可変サイズリソースグループ４０５を共有し、Ｎｏｄｅ　Ｂは、リソースグループ４０
５内のＡＣＫＣＨ４０３及びＣＱＩＣＨ４０４に割り当てられたリソースを、状況によっ
てリソース境界４０２をシフトすることによって制御する。したがって、全体リソースは
効率的に使用されることができる。
【００５０】
　図５は、本発明によるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当ての例を示す。ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋリソース割り当ては、一例として、３ＧＰＰのＥＵＴＲＡアップリンクＳＣ-ＦＤＭＡ(
Single　Carrier-Frequency　Division　Multiple　Access)標準に従って遂行される。
【００５１】
　図５を参照すると、１０ＭＨｚの伝送帯域幅５００は、５０個のリソースユニット(Res
ource　Unit：以下、“ＲＵ”と称する)５０１～５０４に分けられ、各ＲＵは、１２個の
副搬送波を有する。ＡＣＫＣＨ及びＣＱＩＣＨは、相互に異なるシーケンスを適用し、あ
るいは同一のシーケンスの相互に異なる循環的にシフトされたシーケンスを適用して、第
１のＲＵ５０１(ＲＵ＃１)、第４９のＲＵ５０３(ＲＵ＃４９)、第５０のＲＵ５０４(Ｒ
Ｕ＃５０)のＣＤＭ(Code　Division　Multiplexing)によって多重化される。データチャ
ンネルは、第２乃至第４８のＲＵ５０２(ＲＵ＃２～ＲＵ＃４８)のＦＤＭ(Frequency　Di
vision　Multiplexing)によってＡＣＫＣＨ及びＣＱＩＣＨと多重化される。
【００５２】
　非持続的スケジューリングデータチャンネルに対するＭ個のＡＣＫＣＨであるＡＣＫＣ
Ｈ＃１乃至ＡＣＫＣＨ＃Ｍは、ＣＤＭによってＲＵ＃１で伝送され、ＲＵ＃１の残りのＣ
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ＤＭリソースは、持続的スケジューリングデータチャンネルに対するＡＣＫＣＨ＃(Ｍ＋
１)乃至ＡＣＫＣＨ＃１２に割り当てられる。ＡＣＫＣＨ＃(Ｍ＋１)乃至ＡＣＫＣＨ＃１
２に加えて、ＲＵ＃４９及びＲＵ＃５０は、持続的スケジューリングデータチャンネルの
ためのＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースとして使用される。少数の持続的スケジューリングデー
タチャンネルを有するＴＴＩで、ＲＵ＃４９及びＲＵ＃５０は、ＲＵ＃２乃至ＲＵ＃４８
のデータチャンネル５０５と共にデータチャンネルのために使用され、あるいはＣＱＩＣ
Ｈ専用として使用される。
【００５３】
　図５では、ＲＵ＃４９が第１乃至第ＫのＣＱＩＣＨ５０９～５１０(ＣＱＩＣＨ＃１～
ＣＱＩＣＨ＃Ｋ)に割り当てられるが、ＲＵ＃４９内に境界が引かれる必要はなく、ＣＱ
ＩＣＨもＲＵ＃５０に割り当てられることができる。ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース及びＣＱ
ＩＣＨリソースの量及びインデックスはＴＴＩベースで制御されるため、無線リソースが
必要なだけ効率的に使用されることができる。
【００５４】
　可変サイズリソースグループ４０５で、ＣＤＭシーケンスの循環シフト値、追加的直交
シーケンスインデックス、及び伝送されたＲＵインデックスのような絶対値をＵＥにシグ
ナリングする代わりに、固定サイズＡＣＫＣＨリソースグループの境界からオフセットが
ＵＥにシグナリングされることができる。図５に示すように、各アップリンクチャンネル
インデックスがＣＤＭシーケンスの循環シフト値、直交シーケンスインデックス、及び伝
送されたＲＵインデックスの組み合わせによって定義される場合に、オフセットは、固定
サイズＡＣＫＣＨリソースグループの境界でＡＣＫＣＨ＃Ｍに対する相対的インデックス
と呼ぶ。例えば、ＡＣＫＣＨ＃(Ｍ＋ｍ)は、オフセットｍによって指示される。
【００５５】
　図６は、本発明によるＮｏｄｅ　Ｂの動作を示すフローチャートである。
【００５６】
　図６を参照すると、Ｎｏｄｅ　Ｂは、ステップ６００で、ＵＥに対するアップリンク及
び／又はダウンリンクデータチャンネル及びＡＣＫＣＨをスケジューリングする準備をす
る。具体的には、Ｎｏｄｅ　Ｂは、データトラフィックに対するスケジューリングタイプ
、バッファ状態、及びリソース状態のようなスケジューリングに要求される情報を収集す
る。ステップ６０１で、Ｎｏｄｅ　Ｂは、割り当てられたリソース及びＭＣＳレベルのよ
うなデータチャンネルに対するスケジューリングタイプ及び伝送フォーマットを決定した
後に、上記決定結果によってスケジューリング情報をフォーマットする。
【００５７】
　Ｎｏｄｅ　Ｂは、ステップ６０２で、スケジューリングタイプが持続的であるか、ある
いは非持続的であるかを判定する。その結果、持続的スケジューリングである場合には、
Ｎｏｄｅ　Ｂは、ステップ６０３で、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを判定し、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫリソースをＵＥに通知するためにＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース指示情報をフォーマット
する。このスケジューリングタイプは、データチャンネルのトラフィック特性によって判
定される。ステップ６０４で、Ｎｏｄｅ　Ｂは、Ｌ１／Ｌ２シグナリング又は上位階層シ
グナリングによってデータチャンネルのスケジューリング情報及びＡＣＫ／ＮＡＣＫリソ
ース指示情報を伝送する。
【００５８】
　一方、非持続的スケジューリングの場合には、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、データチ
ャンネルにマッピングされるＳＣＣＨのインデックスによって決定される。したがって、
Ｎｏｄｅ　Ｂは、ステップ６０５で、ＳＣＣＨインデックスを有するＳＣＣＨを通じてデ
ータチャンネルのスケジューリング情報のみをＵＥに伝送する。
【００５９】
　図７Ａは、本発明によるＵＥの動作を示すフローチャートである。
【００６０】
　図７Ａを参照すると、ＵＥは、ステップ７００で、各スケジューリング周期(例えば、
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各ＴＴＩ)ごとにＳＣＣＨを復号することによってスケジューリング情報を獲得する。ス
テップ７０１で、ＵＥは、現在スケジューリング周期でＵＥに割り当てられたデータチャ
ンネルリソースが存在するか否かを判定し、すなわちＵＥが現在スケジューリング周期で
スケジューリングされたか否かを上記スケジューリング情報から判定する。ＵＥがスケジ
ューリングされていないと、ＵＥは、ステップ７００に戻る。ＵＥがスケジューリングさ
れた場合に、ステップ７０２で、ＵＥは、スケジューリング情報によって、スケジューリ
ングされたデータを伝送し(アップリンクデータ伝送がスケジューリングされた場合)、あ
るいは復号(ダウンリンクデータ受信がスケジューリングされた場合)する。
【００６１】
　ステップ７０３で、ＵＥは、ステップ７０２に使用されたデータのスケジューリングタ
イプが持続的であるか、あるいは非持続的であるかを判定する。ＵＥは、スケジューリン
グ情報のスケジューリングタイプインジケータ、あるいはデータチャンネルのトラフィッ
ク特性からスケジューリングタイプを判定できる。持続的スケジューリングタイプの場合
に、ＵＥは、ステップ７０４で、持続的スケジューリングによってデータが初期にスケジ
ューリングされた場合を明示的に指示するＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを検出する。その後
、ＵＥは、ステップ７０６で、ダウンリンクデータ受信がスケジューリングされると、Ａ
ＣＫＣＨリソースでＮｏｄｅ　ＢにＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送し、あるいはアップリンクデ
ータ伝送がスケジューリングされると、Ｎｏｄｅ　ＢからＡＣＫＣＨリソースでＡＣＫ／
ＮＡＣＫを受信する。
【００６２】
　非持続的スケジューリングタイプの場合には、ＵＥは、ステップ７０５で、非持続的ス
ケジューリングデータチャンネルに対応するＳＣＣＨに暗黙的にマッピングされるＡＣＫ
／ＮＡＣＫリソースを検出し、ステップ７０６で、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースによってＮ
ｏｄｅ　ＢとＡＣＫ／ＮＡＣＫを送受信する。
【００６３】
　図７Ｂは、本発明による持続的スケジューリングダウンリンクデータチャンネルに対し
て、アップリンクでＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送する場合にＵＥの動作を示すフローチャート
である。
【００６４】
　図７Ｂを参照すると、ＵＥは、ステップ７１１で、Ｌ１／Ｌ２シグナリング又は上位階
層シグナリングによって、ダウンリンクデータチャンネル及びアップリンクＡＣＫＣＨに
対するリソースが持続的にスケジューリングされる持続的スケジューリング情報を受信す
る。すなわち、持続的スケジューリング情報は、アップリンクＡＣＫＣＨに対するＡＣＫ
／ＮＡＣＫリソース指示情報を含む。ステップ７１２で、ＵＥは、持続的スケジューリン
グ情報によって持続的スケジューリングデータチャンネルを通じて周期的にデータパケッ
トを受信する。
【００６５】
　ステップ７１３で、ＵＥは、データパケットが初期ＨＡＲＱ伝送パケットであるか、あ
るいはＨＡＲＱ再伝送パケットであるかを判定する。ＵＥは、初期ＨＡＲＱ伝送である場
合にはステップ７１５に進行し、ＨＡＲＱ再伝送である場合にはステップ７１４に進行す
る。ステップ７１５で、ＵＥは、ステップ７０１で明示的に指示されたＡＣＫ／ＮＡＣＫ
リソースでデータパケットに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する。ステップ７１４で、Ｕ
Ｅは、持続的スケジューリング情報がデータパケットと共に受信されたか否かを判定する
。これらが別々に受信された場合に、ＵＥは、ステップ７１５で、ステップ７０１で明示
的に指示されたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースでデータパケットに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫを
送信する。一方、持続的スケジューリング情報がデータパケットと共に受信されると、Ｕ
Ｅは、ステップ７１６で、ＳＣＣＨ又はこのＳＣＣＨのＣＣＥにマッピングされるＡＣＫ
ＣＨを通じてＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信する。
【００６６】
　図８は、本発明によるＮｏｄｅ　Ｂの装置を示すブロック構成図である。
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　図８を参照すると、データチャンネルスケジューラ８００は、データチャンネルのスケ
ジューリングによってデータに対する無線リソース及びＭＣＳレベルを決定する。スケジ
ューリング情報生成器８０３は、データチャンネルスケジューラ８００の決定結果を示す
スケジューリング情報を生成し、制御チャンネル生成器８０５は、スケジューリング情報
をチャンネル符号化してＳＣＣＨを通じて伝送する。このスケジューリング情報は、Ｌ１
／Ｌ２シグナリング又は上位階層シグナリングによって伝送されることができる。
【００６７】
　制御器８０１は、非持続的スケジューリングデータチャンネルに対してＳＣＣＨに暗黙
的にマッピングされるＡＣＫ／ＮＡＣＫチャンネルリソースを使用するように決定する。
持続的スケジューリングデータチャンネルに対して、制御器８０１は、可変サイズリソー
スグループ内にＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースが割り当てられる必要があると判定し、その結
果をＡＣＫＣＨスケジューラ８０２に通知する。
【００６８】
　ＡＣＫＣＨスケジューラ８０２は、データチャンネルに対するＡＣＫＣＨのためのリソ
ース割り当てを決定する。制御器８０１の制御下で、非持続的スケジューリングデータチ
ャンネルに対するＡＣＫＣＨをスケジューリングせず、持続的スケジューリングデータチ
ャンネルに対する可変サイズリソースグループでＡＣＫＣＨに対するリソースのみを割り
当てる。指示情報生成器８０４は、ＡＣＫＣＨスケジューラ８０２の決定を明示的に指示
するＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース指示情報を生成する。制御チャンネル生成器８０５は、Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫリソース指示情報をチャンネル符号化した後に、Ｌ１／Ｌ２スケジューリ
ング又は上位階層スケジューリングによって伝送する。
【００６９】
　図９は、本発明によるＵＥの受信器を示すブロック構成図である。
【００７０】
　図９を参照すると、ＳＣＣＨデコーダ９００は、受信(ＲＸ)信号９０６からＳＣＣＨリ
ソースにマッピングされるＳＣＣＨ信号を検出し、このＳＣＣＨ信号を復号することによ
ってスケジューリング情報を獲得する。スケジューリング情報の復号に成功した場合に、
制御器９０１は、スケジューリング情報が持続的スケジューリングタイプを指示するか、
あるいは非持続的スケジューリングタイプを指示するかを判定する。持続的スケジューリ
ングタイプである場合に、制御器９０１は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースのシグナリング方
式によってマルチプレクサ(ＭＵＸ)９０２を制御し、受信信号のうちＡＣＫ／ＮＡＣＫリ
ソースを指示するシグナリング信号を指示情報デコーダ９０３に提供する。ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫリソースシグナリング信号がスケジューリング情報に含まれていると、ＭＵＸ９０２
は、スケジューリング情報を選択して指示情報デコーダ９０３に提供する。
【００７１】
　指示情報デコーダ９０３は、スケジューリング情報に含まれているシグナリング信号を
復号してＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース指示情報を獲得する。ダウンリンクデータ受信中に、
ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース指示情報は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ生成器及びマッパ９０４に使用
され、ダウンリンクデータに対してＡＣＫ／ＮＡＣＫを生成してＡＣＫ／ＮＡＣＫリソー
スにマッピングする。アップリンクデータの伝送に対して、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース指
示情報は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ検出器９０５に使用され、ＲＸ信号９０６からＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫリソースにマッピングされるＡＣＫ／ＮＡＣＫを検出する。
【００７２】
　非持続的スケジューリングの場合に、制御器９０１は、非持続的データチャンネルに対
するＳＣＣＨ指示リソースに暗黙的にマッピングされたＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを検出
し、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信又は受信に使用するようにＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースをＡＣＫ
／ＮＡＣＫ生成器／マッパ９０４に通知する。
【００７３】
　＜第２の実施形態＞
　図１０は、本発明の他の実施形態によるＭＩＭＯシステムに対してＡＣＫ／ＮＡＣＫリ



(15) JP 5710800 B2 2015.4.30

10

20

30

40

50

ソース割り当て方式を示す。
【００７４】
　ＭＩＭＯ方式は、ＳＣＷ(Single CodeWord)-ＭＩＭＯとＭＣＷ(Multi-CodeWord)-ＭＩ
ＭＯに分けられる。送信器が複数の符号語を同時に伝送するＭＣＷ-ＭＩＭＯにおいて、
復号化は、各符号語に対して遂行される。そのため、伝送された符号語の個数だけのＡＣ
ＫＣＨが必要である。したがって、図１０に示すように、非持続的にスケジューリングさ
れるＭＣＷ-ＭＩＭＯデータチャンネル上の少なくとも一つの符号語(例えば、第１の符号
語)に対するＡＣＫＣＨは、参照符号１０００で表すように、第１の符号語に対するＳＣ
ＣＨのインデックスにマッピングされるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを使用する一方で、残
りの符号語に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、参照符号１００３で表すように、非持
続的スケジューリングＭＣＷ-ＭＩＭＯデータチャンネルに対するＳＣＣＨ１００２と共
に明示的にシグナリングされる。このＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、持続的スケジューリ
ングデータチャンネルに対するＡＣＫＣＨと可変サイズリソースグループ１００５を共有
する。
【００７５】
　すなわち、ＭＣＷ-ＭＩＭＯデータの非持続的スケジューリングに対して、Ｎｏｄｅ　
Ｂは、ＴＴＩ単位でＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース１００５の割り当て状態を考慮して、参照
符号１００３で示されるように、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースが割り当てられない符号語に
対して可変サイズＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース１００５の一部を割り当てる。非持続的スケ
ジューリングＭＣＷ-ＭＩＭＯデータチャンネルに対するＡＣＫＣＨと持続的スケジュー
リングＭＣＷ-ＭＩＭＯデータチャンネルに対するＡＣＫＣＨとの間のリソースグループ
１００５の共有は、無線リソースの効率的な使用を可能にする。
【００７６】
　非ＭＩＭＯ及びＳＣＷ-ＭＩＭＯデータチャンネルに対して、ＳＣＣＨ１００１のイン
デックスによって暗黙的にシグナリングされるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、上述したよ
うに、参照符号１００６で示されたように使用される。したがって、非ＭＩＭＯ及びＳＣ
Ｗ-ＭＩＭＯデータチャンネルに対するＡＣＫ／ＮＡＣＫは、固定サイズリソースグルー
プ１００４内のＡＣＫＣＨを通じて伝送される。
【００７７】
　＜第３の実施形態＞
　図１１は、本発明の第３の実施形態によるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方式を示
す。ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、ＡＣＫＣＨのセルカバレッジ(cell　coverage)を考慮
して割り当てられる。ここで、３ＧＰＰ　ＥＵＴＲＡ標準は、１ｍｓＴＴＩが定義されて
いることを考慮する。
【００７８】
　ＡＣＫＣＨのセルカバレッジは、ＡＣＫＣＨが安定的に検出されるセル半径として定義
される。制限された最大送信電力に対してセルカバレッジを拡張させるために、ＡＣＫＣ
Ｈの伝送区間を伸ばすことによって受信器でＡＣＫＣＨの受信エネルギーを増加させるこ
とが必要である。しかしながら、このＡＣＫＣＨの伝送区間を伸ばすほど、ＡＣＫＣＨが
占めるリソースの量は比例的に増加するようになる。
【００７９】
　したがって、無線リソースの効率的な使用に対して、持続的スケジューリングデータチ
ャンネルに対する可変サイズリソースグループ１１０１は、１ｍｓの伝送区間を有する第
１のリソースグループ１１０７と、０.５ｍｓ伝送区間を有する第２のリソースグループ
１１０８に分けられる。０.５ｍｓ伝送区間１１０５を有するＡＣＫＣＨ＃２.ｘ又は１ｍ
ｓ伝送区間１１０４を有するＡＣＫＣＨ＃１.ｘは、持続的スケジューリングに従ってＵ
Ｅに割り当てられる。割り当てられたＡＣＫＣＨの伝送時間は、ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソー
ス指示情報によって指示され、あるいはＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースの位置又はＡＣＫＣＨ
のインデックスによってシステムとＵＥとの間でプリセットされる。
【００８０】
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　十分な送信電力を有するＮｏｄｅ　Ｂに近接したＵＥに対して、Ｎｏｄｅ　Ｂは、第２
のリソースグループ１１０８内のＡＣＫＣＨ＃２.ｘを割り当てることによって高電力で
０.５ｍｓでＡＣＫ／ＮＡＣＫを伝送するようにＵＥに指示し、それによってＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫリソースオーバーヘッドが減少する。十分な送信電力を有していないセル境界にあ
るＵＥに対しては、Ｎｏｄｅ　Ｂは、第１のリソースグループ１１０７内のＡＣＫＣＨ＃
１.ｘをＵＥに割り当てることによってＡＣＫＣＨの受信エネルギーを増加させ、それに
よってＡＣＫ／ＮＡＣＫ検出確率を増加させる。このＮｏｄｅ　Ｂは、ＵＥによって報告
されるチャンネル状態、ＵＥから受信される信号の信号強さ、またはＵＥの地理的位置に
よって、ＵＥが近くにあるか、あるいはセル境界にあるかを判定する。
【００８１】
　第１及び第２のリソースグループ１１０７，１１０８間の境界１１０６は、セル及びＴ
ＴＩごとに可変できる。第２のリソースグループ１１０８のＡＣＫＣＨは、０.５ｍｓで
必ずしも連続的に伝送されることではない。例えば、ＡＣＫＣＨ＃２.１及びＡＣＫＣＨ
＃２.２は、不連続的な２個の０.２５ｍｓ区間で交互に伝送され、次の０.５ｍｓ区間で
周波数ホッピングが起こることがある。例えば、ＡＣＫＣＨ＃１は、０と０.２５ｍｓと
の間及び０.５ｍｓと０.７５ｍｓとの間の不連続的な周期(time　period)で伝送され、Ａ
ＣＫＣＨ＃２は、０.２５ｍｓと０.５ｍｓとの間及び０.７５ｍｓと１ｍｓとの間の不連
続的な周期で伝送される。ＡＣＫＣＨ＃１とＡＣＫＣＨ＃２は、最初の０.５ｍｓ周期に
対しては第１の周波数リソース(例えば、ＲＵ＃１)で伝送され、次の０.５ｍｓ周期に対
しては第２の周波数リソース(例えば、ＲＵ＃５０)に周波数ホッピングされる。このとき
、ＡＣＫＣＨ＃２.ｘの全体伝送区間は、０.５ｍｓであるが、伝送が不連続的及び周波数
ホッピングされるため、周波数と時間ダイバーシティが得られる。この可変サイズＡＣＫ
／ＮＡＣＫリソース１１０１は、持続的スケジューリングデータに対するＡＣＫＣＨだけ
でなく、ＣＱＩＣＨとＭＣＷ-ＭＩＭＯデータチャンネルに対するＡＣＫＣＨとの間で共
有される。
【００８２】
　一方、非持続的スケジューリングデータチャンネルに対するＡＣＫＣＨは、ＴＴＩごと
にＳＣＣＨのインデックスによって動的に割り当てられるため、固定サイズリソースグル
ープ１１００のＡＣＫＣＨは、セルカバレッジの問題を防ぐために、共通的に１ｍｓ伝送
時間１１０３を有する。固定サイズリソースグループ１１００のＡＣＫＣＨは、コード又
は周波数ドメイン１１０２に多重化されることができる。
【００８３】
　＜第４の実施形態＞
　図１２は、本発明の第４の実施形態によるＡＣＫ／ＮＡＣＫリソース割り当て方式を示
す。
【００８４】
　図１２を参照すると、非持続的スケジューリングデータチャンネルに対するＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫは、本発明の第１の実施形態のように、データチャンネルに対するＳＣＣＨにマッ
ピングされる固定サイズリソースグループ１２０２のＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースを使用す
る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫリソースは、ＳＣＣＨの代わりに、ＳＣＣＨを形成する少なくとも
一つのＣＣＥにマッピングされることができる。このとき、ＳＣＣＨによって指示される
データチャンネルに対するＡＣＫＣＨは、ＳＣＣＨを形成する少なくとも一つのＣＣＥに
対応するリソースを使用し、ＵＥはＣＣＥインデックスによってＡＣＫ／ＮＡＣＫリソー
スを暗黙的に認知する。
【００８５】
　本発明の第１の実施形態に比べて、第４の実施形態は、可変サイズリソースグループ１
２０５だけでなく固定サイズリソースグループ１２０２のリソースが持続的スケジューリ
ングデータチャンネルに対するＡＣＫＣＨ、ＣＱＩＣＨ、及び他のチャンネルのうち少な
くとも一つに使用可能であることを特徴とする。
【００８６】
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　例えば、セル内の少数のアクティブ(active)ＵＥ又は一つのＴＴＩに対してスケジュー
リングされた少数のＵＥのため、少数のＳＣＣＨが使用される場合に、多くのリソースが
、固定サイズリソースグループ１２０２で使用されたＳＣＣＨにマッピングされたＡＣＫ
／ＮＡＣＫリソースを除いて残る。この場合、Ｎｏｄｅ　Ｂは、残りのリソース及び可変
サイズリソースグループ１２０５を明示的指示１２０４によってＵＥに割り当て、それに
よって残っているリソースは、持続的スケジューリングデータチャンネルに対するＡＣＫ
ＣＨ、ＣＱＩＣＨ、及び他のチャンネルのうち少なくとも一つの伝送に使用される。ＵＥ
は、持続的スケジューリングデータチャンネルに対するＡＣＫＣＨ、ＣＱＩＣＨ、及び他
のチャンネルに対して残っているリソースを使用する。
【００８７】
　以上、本発明の詳細な説明においては具体的な実施形態に関して説明したが、特許請求
の範囲を外れない限り、様々な変更が可能であることは、当該技術分野における通常の知
識を持つ者には明らかである。したがって、本発明の範囲は、前述の実施形態に限定され
るものではなく、特許請求の範囲の記載及びこれと均等なものに基づいて定められるべき
である。
【符号の説明】
【００８８】
　８００・・・データチャンネルスケジューラ
　８０１・・・制御器
　８０２・・・ＡＣＫＣＨスケジューラ
　８０３・・・スケジューリング情報生成器
　８０４・・・指示情報生成器
　８０５・・・制御チャンネル生成器
　９００・・・ＳＣＣＨデコーダ
　９０１・・・制御器
　９０２・・・ＭＵＸ
　９０３・・・指示情報デコーダ
　９０４・・・ＡＣＫ／ＮＡＣＫ生成器及びマッパ
　９０５・・・ＡＣＫ／ＮＡＣＫ検出器
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